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１ 研究背景と目的 

	 今日,地方自治体はこれから起こりうる人

口減少時代,財政・配置計画の効率化などから

公共サービスを維持するための公共施設再編

計画を考案している。	

	 本研究では,公共施設再編の方法論的知見

を求めるために,平成２６年に改正された都

市再生特別措置法ではコンパクト＋ネットワ

ークのある都市を構築するため民間施設を含

む建築物を誘導する「立地適正化計画」,同時

期に策定された自治体財政から公共施設をマ

ネジメントする「公共施設等総合管理計画」

から現在明らかになっていない有効な再編方

法を明らかにすることが目的である。本稿は

研究の一端として,2 計画の公共施設再編方

法を抽出し,指標化をすることを第一の目的

とする。そして 2計画における方法の関係性

をみる。そこから計画における公共施設再編

方法の傾向を考察することを目的とする。	

１−２ 研究方法 

	 まず研究対象として平成２８年３月までに

策定された先行自治体,2 計画を策定した自

治体の資料より 2計画の関連性に異なるパタ

ーンをもつ自治体とする。のちに対象自治体

で作成した立地適正化計画・公共施設等総合

管理計画から公共施設再編方法に関する項目

を抽出する。抽出した再編方法を目的別に指

標化し,各計画の傾向をみる。	

	 さらに,対象自治体が策定した 2 計画の公

共施設再編方法を比較し関係をみることで計

画からみる公共施設再編方法に関して考察を

する。	

	

１−３ 研究対象 

	 平成２６年に制度化された立地適正化計画

は,平成２８年２月に大阪府箕面市を皮切り

に平成２９年７月３１日現在１１２団体策定

しており,策定団体中公共施設等総合管理計

画に関しては１０４団体策定している。	

１−４ 2 計画の関係性からの抽出 

先行自治体における計画関係性 

	 立地適正化計画を平成２８年３月までに策

定した自治体４団体を先行自治体とする。先

行自治体のうち,公共施設等総合管理計画を

策定している自治体は熊本市・花巻市・札幌

市の３団体ある。	

計画関係性からの自治体の抽出 

	 2 計画の関係性から自治体を抽出すると,

関係性は３種類あり自治体数は飯塚市・佐倉

市・釧路市・荒尾市の４団体存在する。パタ

ーンとしては,一方の計画から整合性を取る

手法,上位計画から計画を共有するパター

ン,2 計画に整合性と連携を取ろうとするパ

ターンがみられた。	

２ 立地適正化計画における公共施設再編方

法 

	 表１から対象自治体の立地適正化計画から

公共施設再編方法を抽出すると,「a：公共交

通」「b:拠点化」「ｃ：集約化」「ｄ：複合

化」の４項目になった。	

	 表３からみると,自治体の傾向として a:公

共交通は全自治体でみられるものの,荒尾市

ではもっとも記述が多い。さらに策定時期が

遅い自治体ほど記述が多くなる傾向がみられ

る。ｂ：拠点化は,熊本市以外でみられ,策定

時期が遅い自治体に記述が多い傾向がみられ

る。ｃ：集約化・ｄ：複合化は熊本市と飯塚

市以外でみられる。2 項目どちらとも札幌市

においてもっとも記述が多い。さらに集約化

の記述をしている自治体では,複合化の記述
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をすることが多くみられた。	

自治体ごとにみると,７団体中４団体は,抽出

された４種類全て策定していることがみられ

た。	

	 その他の項目としては,花巻市においてリ

ノベーションまちづくりに関する項目,公的

不動産のネットワーク活動,釧路市において

施設廃止後の転用などがみられた。	

	

３ 公共施設等総合管理計画における公共施 

設再編方法 

	 表２から対象自治体における公共施設等総

合管理計画の公共施設再編方法を抽出すると,

「A：施設総量の適正化」「B：長寿命化」「C:	

PPP/PFI」「D：廃止・統合」「E：運営最適化」

「G：広域連携」「H：効率的な維持管理」「I：

多機能化」の９項目になる。	

	 表４からA：施設総量の適正化は全団体でみら

れたものの釧路市ではもっとも記述が多い。	

	 B：長寿命化・C：PPP/PFI・D：施設の廃止・

統合は対象自治体の約半数以上でみられる。	

	 特に,BとDは策定時期の早い自治体に多くみ

られ,Cは策定時期の遅い自治体に多くみられた。	

E：施設運営の適正化・F：施設の再配置・G：自

治体広域の連携・H：施設の維持管理・I：施設

の多機能化は３自治体程度でみられる。	

	 ７団体中４団体は抽出した項目の半数以上に

しか記述がみられなかった。E：施設運営の適正

化の記述がみられる自治体ではC：PPP/PFIの記

述がみられる。	

	 その他の項目では花巻市で施設の費用対効果

を向上させるもの,飯塚市で市民参画による施

設の見直し,釧路市で施設のVFM（Value	For	

Money）の最大化を狙うものがみられる。	

	

４ 立地適正化計画と公共施設等総合管理計 

画の関係性 

	 立地適正化計画において公共施設等総合管理

計画で抽出した公共施設再編方法の記述はあま

りみられないがA：総量適正化,G：広域連携の記

述がみられた。	

	 公共施設等総合管理計画において立地適正計

画の公共施設再編計画の記述は全ての指標がみ

られた。その中でも,ｃ：集約化が７団体中５団

体策定しており一番多くみられた。ｄ：複合化

に関しては,3団体でみられた。	

	 札幌市に関しては,公共施設等総合管理計画

での記述は少ないものの立地適正化計画におけ

る公共施設再編方法全てを記述していることが

特徴的である。	

５ まとめ 

１：立地適正化計画における公共施設再編方	

法を見ると、「公共交通」「拠点化」「集約化」

「複合化」の４種類の指標が抽出をすることが

できる。	

	

２：公共施設等総合管理計画における公共施設

再編方法をみると、「施設総量の適正化」「長

寿命化」「PPP/PFI」「廃止・統合」「運営適正

化」「広域連携」「効率的な維持管理」「多機

能化」の９項目の指標が抽出できる。	

	

３：立地適正化計画と公共施設等総合管理計

画の関係性をみると、立地適正化計画におい

て公共施設等総合管理計画で抽出した再編方

法はあまりみられない。しかし、公共施設等

総合管理計画において立地適正化計画におけ

る公共施設再編の方法の全ての項目が自治体

によって当てはまることができる。その中で

も施設の集約化に関する項目が多くの自治体

の公共施設等総合管理計画に策定されている

ことがわかる。	
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表１	 立地適正化計画：再編方法 表２	 公共施設等総合管理計画：再編方法 
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表３	 立地適正化計画における公共施設再編計画の指標 

表４	 公共施設等総合管理計画における公共施設再編計画の指標 
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